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建設DX BWG 設立背景

➢ 建設業界

経営の変革（DX）に向け、人材不足、資材高騰など、業務改善の課題が山積している

➢ ターゲット市場

建設投資額は過去20年で最大（約６１兆円） ※2021年度 国交省発表

建設許可業者数４７．３万社※2021年度 国交省発表

システム化率（電子M6０％、基幹業務１６％、EDI：17％、GW：８％）※中小企業庁資料より抜粋

➢ 個々のサービス提供では解決できない（単なる一部のシステム化だけ）

建設DX BWGのパートナー同士が協業でき、１社では解決しないお客様の課題に応えて

いく(BWGへ相談すれば解決の糸口が見つかる＝パートナー満足↑＝案件相談↑)

➢ IBMソリューションリーグ

IBMテクノロジーと連携して動作する業務アプリケーションや情報基盤ソリューションを

お持ちの企業様と弊社がつながり、双方の技術や強みを活かしながら、ここから生まれる

コラボレーション価値を高める



＜建設DX BWGの特長＞

・フロント業務～ミドル業務～バックオフィスまで支援できる

・エンドユーザー参加型（他のBWGにはない形を目指す！）

＜建設DX/BWGのめざすところ（ビジョン）＞

建設会社×取り巻く環境の課題に対し理解を深め、解決のヒントを議論し、

発信することで、建設業の単なるデジタル化ではなく継続した発展を支援する

＜どのようにしてビジョンを達成するか（戦略）＞

１．ビジネスの垣根をこえた建設業に関する情報交換（競争→共創）

２．業界勉強会（外部講師やメンバー同士で学び、議論する）

３．情報収集と検証（ウェビナー、WEB発信を活用し、情報収集・検証する）

情報交換 ⇔ 勉強会 ⇔ 情報収集・検証

建設DX BWG の目指す姿



建設DX BWG

活動方針

➢ 経営の変革（DX）に向け、IT支援を包含的に行うことで建設業の業務改善、環境課題（法改
正、資材高騰や人材不足など）へ取り組む土台を作り、DX実現をあらゆる面で支援する
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➢ 運営メンバー（６名）

建設ドットウェブ（２名）、応研（２名）、協栄産業（２名）

➢ 参加企業 順不同

ピー・シー・エー

応研

オービックビジネスコンサルタント

マイクロシステム

株式会社ミライト・ワン・システムズ

FDC（電気設備工事 エンドユーザー）

※今後は お客様参加型BWG を推進していく

建設DX BWG 体制



➢ 定例会

第２金曜日 １１時～１２時

➢ 企画・運営会議（運営メンバー）

ChatWork

定期MTG

➢ スケジュール（２０２４年）

２月 BIM・積算の勉強会

３～４月 外部講師招聘

５月以降 セミナー開催を検討

７月 定例会（予定）

建設DX BWG 予定

▼参考：建設工業新聞（２０２３年7月ウェビナー）



建設DX BWG メンバー募集！！

各ベンダーの個々の力では建設業のデジタイゼーション止まり

デジタライゼーション→DX への変革は１社では到底実現でき

ません

各社の連携によって多方面からのサポートを実現し、建設会社

の未来を一緒に創っていきませんか？

このワクワクした活動にご興味のある方は、ぜひご連絡下さい

▼窓口：

建設ドットウェブ 営業本部 戦略企画センター

髙橋良知 y.takahashi@kendweb.net
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